ノヤマ ノ ハナ ミジカ ナ サンヤソウ ノ ショッコウ ヤッコウ ナツメ by 白瀧, 義明
New Food Industry（New Food Indust.） 2017  Vol.59  No.10   55
城西大学薬学部　白瀧 義明（SHIRATAKI Yoshiaki）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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イドの betulinic acid, oleanolic acid など，ダマラン系トリテルペン配糖体（サポニン）の zizyphus 








56   New Food Industry（New Food Indust.） 2017  Vol.59  No.10






伺えます。同属のサネブトナツメ Z. jujuba Miller var. spinosa (Bunge) Hu ex H. F. Chow はナツメの
原種とも考えられ，枝にとげが多く，果実は球形で種子を酸棗仁（サンソウニン）と呼び，漢方で
強壮，健胃，鎮静，催眠薬にされます。
注）ナツメ Zizyphus jujuba の属名ですが，Ziziphus と記されている場合もあります。本書では
Zizyphus を使用しました。
